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【 は じ め に 】 腎 芽 細 胞 腫 は 腎 臓 原 発 性 の 腫 瘍 で 、 牛 で

の 発 生 は 極 め て ま れ で あ り 、 そ の 殆 ど は と 畜 場 で 発 見

さ れ て い る 。 今 回 、 発 育 不 良 と の 稟 告 で 病 性 鑑 定 を 実

施 し た ホ ル ス タ イ ン 種 育 成 牛 を 腎 芽 細 胞 腫 と 診 断 し た

の で そ の 概 要 を 報 告 す る 。【 経 過 】育 成 牧 場 入 牧 時 ( 5 . 7

か 月 齢 ) か ら 軟 便 と 下 痢 を 繰 り 返 し 発 育 不 良 ( 6 9 日 間

で 体 重 1 4 1 . 5 k g → 1 3 3 . 0 k g ) 、9 . 5 か 月 齢 で 病 性 鑑 定 を 実

施 し た 。 【 病 性 鑑 定 結 果 】 糞 便 虫 卵 検 査 及 び 牛 白 血 病

ウ イ ル ス 抗 体 検 査 は 陰 性 で 、 血 液 生 化 学 検 査 で も

T C H O ( 1 5 m g / d l ) が 低 値 の 他 は B U N ( 1 0 . 8 m g / d l ) 、

C R E ( 0 . 5 m g / d l ) 、 G O T ( 6 7 U / l ) 、 G G T ( 1 8 U / l ) 等 、ほ ぼ 正 常

値 で あ っ た 。 病 理 解 剖 で は 、 左 腎 部 に 割 面 乳 白 色 充 実

性 で 辺 縁 に 残 存 腎 組 織 を 認 め る 人 頭 大 の 腫 瘤 及 び 全 身

リ ン パ 節 の 軽 度 腫 大 を 確 認 し た が 、 右 腎 を 含 め そ の 他

の 主 要 臓 器 に 著 変 は 見 ら れ な か っ た 。 病 理 組 織 学 的 検

査 で は 、 両 腎 臓 の 皮 質 間 質 に 多 形 性 の 核 を 有 す る 類 円

形 細 胞 の 集 簇 、腫 瘤 は P T A H 染 色 で 赤 色 に 染 ま る 膠 原 繊

維 の 増 生 に よ り 不 規 則 に 区 画 さ れ 、 大 小 様 々 の 管 状 ～

乳 頭 状 に 増 殖 す る 腺 管 構 造 と そ の 周 囲 に 腎 皮 質 と 同 様

の 類 円 形 細 胞 を 認 め た 。 【 ま と め 】 本 症 例 の 消 化 器 症

状 は 腎 腫 瘍 の 消 化 管 圧 迫 に よ り 生 じ た も の と 推 察 し 、

腫 瘍 は 腎 芽 型 腎 芽 細 胞 腫 と 診 断 し た 。  


